
 

1  

市域の混雑度分析・まちなかの人流分析業務委託仕様書 

 

１ 業務名 

市域の混雑度分析・まちなかの人流分析業務（以下「本業務」という。） 

 

２ 履行期間 

契約締結日から令和８年３月３１日までとする。 

３ 目的 

熊谷市（以下「本市」という。）では、様々な交通の中継地、市内にあってほしい公

民のサービスの集積地として、持続可能なまちなかの再生に取り組んでいる。本業務で

は、様々な移動手段による人々の動きを分析することで、対象商圏への集客数、性別等の

ビックデータを分析し実態を把握するとともに、グリーンスローモビリティ走行社会実験

をはじめとする、まちなかでの様々な事業の効果を検証することで今後の施策に活用する

ことを目的とする。 

４ 業務内容 

⑴  人流データの取得 

 まちなかにおける人流・滞在データを取得する。 

⑵  人流データの分析 

社会実験実施日やラグビーの試合開催日など、まちなかの人流に変化が表れる

と思われる日を分析対象とし、来訪者の年代や性別、滞在時間等でデータを分

析する 

⑶  人流データの提供 

分析データを結果がわかりやすく、公開できる形で提供すること。また、他の

システム（３D都市モデル等）への重畳など柔軟性、拡張性を保持した形式でも

提供すること。 

 

５ 業務要件 

⑴ 人流データ取得の要件 

ア 人流データを収集する範囲は「熊谷市立地適正化計画」が示す「都市機能誘導区域」

以上の範囲とする。人流データの収集方法、収集する範囲等については、具体的に提

案書に記載すること。 

イ 収集するデータ属性や収集方法等について、本市が「都市機能誘導区域」付近で実

施する社会実験等の効果測定に寄与するようなものに設定すること。 
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ウ 人流データの収集開始日及び終了日についての詳細は本市と受託者とが協議して

定めるものとする。 

エ 収集する人流データの項目として、時間帯や間隔は原則として１時間単位より細か

く設定すること。詳細は具体的に提案書に記載すること。 

 

⑵ 人流データ分析の要件 

ア 収集したデータについて、関連データとの紐づけも含め、今後の施策に反映できる分

析を行うこと。 

イ 星溪園社会実験期間である令和７年９月６日（土）から令和７年１０月２６日

（日）の分析は必ず実施することとし、その他の分析日は市と協議のうえ決定する

こと。 

 

⑶  人流データ提供の要件 

ア  収集したデータ（データ項目、ファイル形式等については、本市と受託者とが協議し

て定める。）を市に提供すること。 

イ  市に提供するデータの１部はオープンデータとして公開ができるものに加工するこ

と。 

ウ 将来的に他のシステム（３Ｄ都市モデル）等への重畳が可能であること等、拡張性と

柔軟性を確保すること。 

６ その他留意事項 

  受託者は本市の情報セキュリティ基本方針に定める事項を遵守して業務を実施すること。 

７ その他の事項 

本仕様書に定めのない事項又は本仕様書について疑義の生じた事項については、本市と受

託者とが協議して定めるものとする。 


